


























１の１   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
総括安全衛生管理者�
（安全衛生法第10条）－（以下「安衛法」という。）


安全管理者、衛生管理者の指揮と以下の業務の総括管理


労働者の危険または健康障害を防止するための措置


労働者の安全または衛生のための教育の実施


健康診断の実施その他健康の保持増進のための措置


労働災害の原因の調査及び再発防止対策


快適な職場環境の実現と労働条件の改善を通じて、労働災害の発生の防止に努める。�
（安衛法第10条）により選任の義務がある。


�
（安衛法第10条）


・事業場において事業の実施を統括管理する者�
１名


（所長）


�
【××労働基準監督署】


「総括安全衛生管理者・安全管理者・衛生管理者・産業医選任報告」


（××課）�
�
同代理者�
（労働安全衛生規則第３条）－（以下「安衛則」という。）


総括安全衛生管理者が旅行、疾病、事故その他やむを得ない事由によって職務を行うことが出来ないときは、代理者を選任し、同上の職務を行う。�
（安衛則第３条）により代理者を選任する義務がある。�
・資格要件はなし�
１名


（副所長）


【－】


�
届出必要なし�
�
専任安全管理者�
（安衛則第６条）


作業場を巡視し、設備、作業方法等に危険のおそれがあるときは、直ちにその危険を防止するための必要な措置


建設物、設備、作業場所または作業方法に危険がある場合における応急措置及び防止の措置


安全装置、保護具その他危険防止のための設備、器具の定期点検及び整備


作業の安全についての教育及び訓練


発生した災害原因の調査及び対策の検討


消防及び避難の訓練


作業主任者その他安全に関する資料の作成、収集及び重要事項の記録�
（安衛法第11条）労働省令で定める資格を有する者の内から安全管理者を選任し、安全に係わる技術的事項を管理させなければならない。�
（安衛則第５条）


学校教育法による大学または高等専門学校における理科系の正規な課程を修めて卒業したもので、その後３年以上産業安全の業務に従事した経験を有するもの


学校教育法による高等学校において理科系等の正規な課程を修めて卒業したもので、その後５年以上産業安全の業務に従事した経験を有するもの


労働大臣が定めるもの�
１人


(××部長）





【××部長】�
【××労働基準監督署】


「総括安全衛生管理者・安全管理者・衛生管理者・産業医選任報告」


（××課）�
�
安全管理者�
・上記に同じ�
・上記に同じ�
・上記に同じ�
2名


（関係部課長）


【××部長】�
�
�
産業医�
（安衛則第14条）


健康診断の実施及びその結果に基づく労働者の健康を保持するための措置


作業環境の維持管理


衛生教育、健康相談、健康の保持増進を図るための措置


衛生教育に関すること


健康障害の原因の調査及び再発防止の措置


少なくとも毎月一回作業場を巡視し、作業方法または衛生状態に有害のおそれがあるときは直ちに、健康障害を防止するため必要な措置を講じる。�
（安衛法第13条）常時医50人以上の労働者を使用する事業場は産業医を１名選任する。�
（安衛法第13条）


・医師�
１名


(医師）


【××部長】�
�
�






１の２   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
専任衛生管理者�
（安衛法と関連政省令第11条）


少なくとも毎週１回作業場を巡視し、設備、作業方法または衛生状態に有害のおそれがあるときは、直ちに労働者の健康障害を防止するために必要な措置を講じなければならない。


健康に異常のある者の発見及び処置


作業環境の衛生上の調査


作業条件、施設等の衛生上の改善


労働衛生保護具、救急用具


衛生教育､健康相談､その他労働者の健康保持に必要な事項


労働者の負傷及び疾病、それによる死亡、欠勤及び移動に関する指針の作成�
(安衛法と関連政省令第７条）衛生管理者のうち少なくとも一人を専任の衛生管理者とすること。�
（安衛則第10条）


都道府県労働基準局長の免許を受けた者


医師


歯科医師


教育職員免許法第４条の規定に基づく保健体育若しくは保健の教科についての中学校教論免許状若しくは高等学校教論免許状または養護教論免許状を有する者で学校教育法第１条の学校に在籍するもの


学校教育法による大学または高等専門学校において保健体育に関する科目を担当する教授または講師（常時勤務に服するものに限る）





�
１人


（衛生管理者より選出）


【××部長】�
【××労働基準監督署】


「総括安全衛生管理者・安全管理者・衛生管理者・産業医選任報告」


（××課）


【××労働基準監督署】


「総括安全衛生管理者・安全管理者・衛生管理者・産業医選任報告」


（××課）�
�
衛生管理者�
（安衛法第12条と安衛則第11条）


法第10条第１項の業務のうち衛生に関する技術的な具体的事項についての管理


上記に同じ�
（安衛則第７条）常時使用する労働者が200人を超え500人以下の事業場は２名以上選任�
・上記に同じ�
２名


(有資格者）


【××部長】�
�
�
有機溶剤作業主任者�
（有機則第19条の２）


有機溶剤により汚染され、これらを吸入しないように、作業の方法を決定し、指導する。


局所排気装置等の装置を一月を超えない期間ごとに点検する。


保護具の使用状況を監視する。�
（有機則第19条）技能講習を終了した者のうちから職場ごと直ごとに選任する。�
（有機則第19条）


・有機溶剤作業主任者技能講習を終了した者�
製造各課の各４名、操油各班２名、試験課２名（有資格者）【当該課長】�
届出必要なし�
�
第二種酸素欠乏危険作業主任者�
（酸欠則第11条）


酸素欠乏の空気を吸入しないように、作業の方法を決定し


  、指揮する。


作業を開始する前に、作業を行う場所を離れた後再び作業を開始する前に、空気中の酸素の濃度を測定する。


測定器具、換気装置、空気呼吸器等の器具または設備を点検する。


・空気呼吸器等の使用状況を監視する。�
(酸欠則第11条）技能講習を終了した者のうちから職場ごと直ごとに選任する。�
（酸欠則第11条）


・第二種酸素欠乏危険作業主任技能講習を終了した者�
製造一、二、三、四課各班１名、操油二課各班１名、


（有資格者）【当該課長】�
�
�


















１の３   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
特定化学物質等作業主任者�
（特化則第28条）


特定化学物質等により汚染され、これらを吸入しないように、作業の方法を決定し、指導する。


局所排気装置等の装置を一月を超えない期間ごとに点検する。


保護具の使用状況を監視する。�
（特化則第27条）技能講習を終了した者のうちから職場ごとに選任する。�
（特化則第27条）


特定化学物質等作業主任者技能講習を終了した者





�
製造各課、操油課の班長、同代理、試験課2名


【該当課長】�
届出必要なし�
�
高圧ガス製造保安統括者�
（高圧ガス保安法（以下「保安法」という） 第32条）


・高圧ガス製造に係る保安に関する業務を統括管理する。�
（コンビナート保安規則（以下「コンビ則」という。） 第23条）第一種製造所は事業所ごとに保安統括者を１名選任しなければならない。�
（コンビ則第23条）


空気、液化酸素、液化窒素、液化アルゴン、液化ヘリウム、液化炭酸ガスの製造または販売に関し六月以上の経験を有する者


学校教育法による大学若しくは、高等専門学校または専門学校において理学若しくは工学に関する課程を修めて卒業した者


学校教育法による高等学校若しくは、工業学校において工業に関する課程を修めて卒業した者または協会が行う特定高圧ガスの取り扱いに関する講習課程を終了した者であって、特定高圧ガスの製造又消費に関し六月以上の経験を有する者�
１名


（所長）


【－】�
【××県××局××課】


「高圧ガス保安統括者等届出書」「高圧ガス保安管理組織表」


（××課）


�
�
同上代理者�
（コンビ則 第33条）


・保安統括者を直接補佐する。�
・上記に同じ�
・上記に同じ�
　　１名


(副所長）【―】�
�
�
高圧ガス製造保安技術管理者�
（保安法 第32条）


・保安統括者を補佐して、高圧ガスの製造に係る保安に関する技術的な事項を管理する。�
（コンビ則 第24条）甲種化学、甲種機械、製造保安責任者免許取得者より選任する�
（コンビ則  第24条）


甲種化学責任者免状または甲種機械責任者免状の交付を受けている者


一種類以上の圧縮ガス及び二種類以上の液化ガスについてはその種類ごとの製造に関する一年以上の経験


圧縮機または液化ガスを加圧するためポンプを使用して一時間に処理することができるガスの容量が、三千立方メートルを超える設備または温度三十五度における圧力が二十メガパスカルを越える設備を使用して行う高圧ガスの製造に関する一年以上の経験


高圧ガス設備の設計、施工、管理、検査業務に従事し、かつ当該設備の試運転業務を熟知し、高圧ガスの製造に関する一年以上の経験を有する者と同等以上である経験を有する�
１名


（××部長）


【―】�
�
�


















１の４   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
高圧ガス製造保安技術管理者代理者�
前記に同じ�
・前記に同じ�
前記に同じ�
１名


（××部長）【―】�
届出必要なし�
�
高圧ガス製造保安企画推進員�
（コンビ則 第32条）


危害予防規定の立案及び整備を行う


保安教育計画の立案及び推進を行う


高圧ガスの製造に係る保安に関する基本的方針の立案を行う。


高圧ガスの製造に係る保安についての作業標準、設備管理基準及び協力会社管理基準並びに災害の発生またはそのおそれがある場合の措置基準に関し、指導及び勧告を行う


防災訓練の企画及び推進を行う


災害が発生した場合におけるその原因の調査及び対策の検討を行う。


高圧ガスの製造に係る保安に関する情報の収集を行う


製造施設の設計、施工に関し、保安上の観点から助言、指導及び勧告を行う�
（コンビ則 第２条）により下記の資格者より選任する。


保安技術管理者に選任され通算３年以上


保安主任者または保安技術管理者に選任され通算５年以上


保安係員、保安主任者または保安技術管理者に選任され通算７年�
（コンビ則第29条）


保安技術管理者に選任され、その職務に通算して３年以上従事した者


保安主任者若しくは保安技術管理者または高圧ガス作業主任者に選任され、それらの職務に通算して５年以上従事した者


保安係員、保安主任者若しくは保安技術管理者または高圧ガス作業主任者に選任され通算して七年以上に従事した者


高圧ガスの製造に係る保安に関する企画または指導の業務に通算して三年以上従事した者


学校教育法による大学若しくは、高等専門学校において、化学物理学または工学に関する課程を修めて卒業し、かつ高圧ガスの製造に係る保安に関する業務に通算して七年以上従事した者


学校教育法による高等学校若しくは、工業学校において工業に関する課程を修めて卒業し、かつ、高圧ガスの製造に係る保安に関する業務に通算して十年以上従事した者�
１名


（××部長） 


【－】�
【××県××局××課】


「高圧ガス保安統括者等届出書」「高圧ガス保安管理組織表」


（××課）


�
�
同上代理者�
・上記に同じ�
・上記に同じ�
・上記に同じ�
１名


（××課長）


【××部長】�
�
�
高圧ガス製造保安主任者�
（保安法 第32条）


・保安技術管理者を補佐して、保安係員を指揮する�
（コンビ則 第28条）製造施設ごとに甲種、乙種化学、機械製造保安責任者免許取得者より選任する�
（コンビ則  第28条）


甲種化学責任者免状、乙種化学責任者免状、甲種機械責任者免状、乙種機械責任者免状の交付を受けている者であって、高圧ガスの製造に関する経験を有する者


一種類以上の圧縮ガスについてその種類ごとの製造に関する一年以上の経験、圧縮機または液化ガスを加圧するためポンプを使用して行う高圧ガスの製造に関する一年以上の経験若しくは－次頁へ


高圧ガス設備の設計、施工、管理、検査業務に従事し、かつ当該設備の試運転業務を熟知し、高圧ガスの製造に関する一年以上の経験を有する者と同等以上である経験�
各課１名（各製造課長）【―】�
�
�


















１の５   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
高圧ガス製造保安主任者�
前頁より�
前頁より�
  高圧ガス設備の設計、施工、管理、検査業務に従事し、かつ当該設備の試運転業務を熟知し、高圧ガスの製造に関する一年以上の経験を有する者と同等以上であると認める経験�
�
【××県××課】�
�
同上代理者�
（保安法 第32条）


・保安技術管理者を補佐して、保安係員を指導する。�
（コンビ則 第33条１項）


・上記に同じ�
上記に同じ�
各課１名


（各製造課）【－】�
�
�
高圧ガス保安係員�
（コンビ則 第31条）


製造施設の位置、構造及び設備が技術上の基準に適合するように監督する。


製造の方法が技術上の基準に適合するように監督する。


定期自主検査の実施を監督する。


製造施設及び製造の方法について巡視及び点検する。


製造に係る保安についての作業標準、設備管理標準及び協力会社管理基準並びに災害の発生またはそのおそれがある場合の措置基準の作成に関し、助言を行う。


災害の発生またはそのおそれがある場合の応急措置を実施�
（コンビ則 第25条）製造施設ごとに甲種、乙種化学及び丙種化学製造保安責任者免許取得者より選任する。


乙種化学製造保安責任者免状の交付を受けている者が、ｱﾝﾓﾆｱ(毒性ｶﾞｽ)の取り扱いに携わっていなくても高圧ガスの製造に関する一年以上の経験を有する場合には、製造施設に係る保安係員に選任できる。�
（コンビ則  第25条）


甲種化学責任者免状、乙種化学責任者免状、丙種化学責任者免状、甲種機械責任者免状または乙種機械責任者免状の交付を受けている者


一種類以上の高圧ガスについてその種類ごとの製造に関する一年以上の経験、圧縮機または液化ガスを加圧するためポンプを使用して行う高圧ガスの製造に関する一年以上の経験若しくは高圧ガス設備の設計、施工、管理、検査業務に従事し、かつ、当該設備の試運転業務を熟知し、高圧ガスの製造に関する一年以上の経験を有する者と同等以上であると認める経験�
各班１名（各製造課班長）


【当該課長】�
�
�
同上代理者�
（保安法 第32条）


・保安技術管理者を補佐して、保安係員を指揮する�
�
�
各班１名（班長補佐）


【当該課長】�
�
�


















１の６   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
特定高圧ガス取扱主任者�
（保安法 第32条）


・特定高圧ガスの消費に関する業務を管理する�
(一般高圧ガス保安規則 第73条)


特定高圧ガス消費者(ｱﾝﾓﾆｱ)は取扱主任者を選任し消費の保安を管理しなければならない。特定高圧ガスの製造または消費に関して１年以上の経験を有する者�
(一般高圧ガス保安規則 第73条)


特定高圧ガスの製造または消費（特定高圧ガスの消費者の消費に限る）に関し一年以上の経験を有する者


�
１名（××課長）【××部長】�
【県××局××課  】「特定高圧ガス取扱主任者届出書」「高圧ガス保安管理組織表」（××課）�
�
認定保安及び完成検査実施者�
（コンビ則 別表第５、６）


保安管理部門の長は、申請その他認定に関する業務を統括する。


検査組織の長は、認定変更工事に必要な工事計画に関する事項、施行管理に関する事項、工事の安全に関する事項等において工事責任者に作成させる。�
（保安法 第39条の４）第一種製造所であって、特定施設に係る保安検査を自ら行うとする者


（コンビ則別表六）高圧ガス認定事業所として運転管理部門、保安管理部門、検査組織から50％以上が製造保安責任者免状を有していること�
（コンビ則  別表第５、６）


運転管理部門、設備管理部門、保安管理部門の長は、経験15年以上で、かつ、甲種化学責任者免状または甲種機械責任者免状を有していること。


認定保安検査、認定完成検査の検査組織長及び検査管理組織長は、経験15年以上で、かつ、甲種化学責任者免状または甲種機械責任者免状を有していること


上記の長を直接補佐する者が、当該免状を有している場合は、この限りでない。�
（保安管理部長、設備管理部長、運転管理部長）【××部長】�
【××経済産業局】「認定保安検査実施者変更届出書」「高圧ガス保安管理組織表」（××課）�
�
�
�
�
�
�
�
�
危険物保安統括管理者�
（消防法 第12条の７）


製油所全般の危険物に関する業務に係る保安について監査及び保安教育を実施する











�
（消防法 第12条の７）同一事業所において政令で定める製造所､貯蔵所､取扱所を所有し政令で定める数量以上の危険物を貯蔵しまたは取り扱う者は、政令で定めるところにより危険物の保安に関する業務を統括管理するものを定めなければならない。�
・資格要件はなし�
１名（所長）


【－】�
【××消防署】「危険物保安統括管理者選任・解任届出書」「危険物保安管理組織表」（××課）�
�
危険物保安監督者�
（消防法 第13条）


・危険物の取扱作業に関して保安の監督を行う�
（消防法 第13条）


・甲種または乙種危険物取扱者のうちから危険物の保安の監督をする者を定め、危険物の取扱作業に関して保安の監督をさせなければならない�
甲種危険物取扱者


乙種危険物取扱者（乙各種）�
各班１名


（製造各課、操油各課、品質管理課）


【当該課長】�
【××消防署】「危険物保安監督者選任・解任届出書」�
�
危険物施設保安員�
（消防法 第14条）


・製造所、貯蔵所または取扱所の構造及び設備に係る保安の業務を行う�
（消防法第14条）製造所、貯蔵所、取扱所の構造及び設備に係る保安のための業務を行わせなければならない


�
・資格要件なし�
各班１名（製造各課、操油各課）【当該課長】�
＜届出必要なし＞�
�


















１の７   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
防火管理者�
（消防法 第８条）


・消防計画の作成、当該消防計画に基づく消火、通報及び避難の訓練の実施消防の用に供する設備、消防用水または消火活動上必要な施設の点検及び整備、火気の使用または取り扱いに関する監督避難又防火上必要な構造及び設備の維持管理並びに収容人員の管理その他防火管理上必要な業務�
(消防法 第８条)


政令で定める資格を有する者のうちから、防火管理者を選任する。�
甲種防火管理者講習修了者�
１名（××部長）【××部長】�
【××消防署】


「防火管理者選任・解任届出書」「防火管理者組織表」（××課）�
�
防災管理者�
（石災法 第17条）


自衛防災組織を統括管理する�
（石災法  第17条）


特定事業所ごとに防災管理者を選任�
資格要件はなし�
１名（所長）


【××部長】�
【××消防署】


「防災管理者選任・解任届出書」「防災管理者組織表」（××課）�
�
�
�
�
�
�
�
�
副防災管理者�
防災管理者の補佐





�
（石災法  第17条）


副防災管理者を選任


�
管理職－水江


・Ⅴ等級以上－扇町�
（管理職、××以上）


【××部長】�
�
�
危険物保安統括管理者�
（消防法 第１２条の７）


製油所全般の危険物に関する業務に係る保安について監査及び保安教育を実施する











�
（消防法 第１２条の７）同一事業所において政令で定める製造所､貯蔵所､取扱所を所有し政令で定める数量以上の危険物を貯蔵しまたは取り扱う者は、政令で定めるところにより危険物の保安に関する業務を統括管理するものを定めなければならない。�
・資格要件はなし�
１名（工場長）【－】�
川崎市消防局


「危険物保安統括管理者選任・解任届出書」「危険物保安管理組織表」（環境安全課）�
�
公害防止統括者�
（公害防止組織の整備に関する法律 第３条）


ばい煙発生施設、汚水等排出施設、騒音発生施設、振動発生施設の監視及び維持


ばい煙及び排出水に係る緊急時の措置並びに公害防止管理者等の指揮監督�
（特定工場における公害防止組織の整備に関する法律により選任する。





�
資格要件はなし


�
１名（所長）


【－】�
【××市××局××部】「公害防止統括者選任・解任届出書」


「公害防止統括者の代理者選任・解任届出書」


「公害防止主任管理者選任・解任届出書」


「公害防止主任管理者の代理者選任・解任届出書」


（××課）


＊公害防止組織表は所内用�
�
�
�
�
�
�
�
�
同上代理者�
上記に同じ�
上記に同じ�
資格要件はなし


�
１名（副所長）【－】


�
�
�
公害防止主任管理者�
（公害防止組織の整備に関する法律 第５条）


公害防止統括者を補佐及び公害防止管理者（大気及び水質）の指揮�
（特定工場における公害防止組織の整備に関する法律により選任する。


�
（特定工場における公害防止組織の整備に関する法律 第５条）


公害防止主任管理者の有資格者


大気関係第１種または３種公害防止管理者、及び水質関係第１種または３種公害防止管理者の有資格者�
１名（有資格者）【××部長】�
�
�
同上代理者�
・上記に同じ�
・上記に同じ�
（特定工場における公害防止組織の整備に関する法律 第６条）


・上記に同じ�
１名（有資格者）


【部長】�
�
�

































１の９   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
電気主任技術者


�
（電気事業法  第43条）


・事業用電気工作物の工事、維持及び適用に関する保安の監督の業務を誠実に行わなければならない�
（電気事業法第72条、規則77条）電気事業者及び自家用電気工作物の設置者は主任技術者免状の交付を受けているものの中から選任（17万V未満２種、5万V未満３種）�
�
１名（有資格者）


【××部長】


�
【××経済産業局】「主任技術者選任または解任届出書」（××課）�
�
工業標準化品質管理推進責任者�
（JIS標準化）


社内標準化及び品質管理に関する計画の立案及び推進


社内規格の制定、改正等についての統括就業者に対する社内標準化及び品質管理に関する教育訓練の推進�
（工業標準化法 日本工業規格に該当することを示す表示の許可または審査事項）５－２に品質管理推進責任者の選任義務がある�
工業標準化品質管理推進責任者講習会終了証


大学･短期大学･高等で品質管理に関する課程を修了した者であって３～４年の実務経験を有する者�
１名（有資格者）【××】�
「日本工業規格表示許可商品生産条件等変更報告書」（××課）�
�
安全運転管理者�
（道路交通法 規則９条の10）


運転者の状況把握


安全運転確保のための運行計画の作成


長距離、夜間運転時の交替要員の配置


異常気象時等の安全確保の措置


点呼等による安全運転の指示


運転日誌の記録


・運転者に対する指導�
（道路交通法74条の2第1項）


・規定の台数以上の自動車の使用の本拠ごとに、安全運転管理者を選任する�
（道路交通法 規則9条の9第1項）


30歳以上とする


２年以上の運転管理の実務経験を有する者


過去２年以内に公安委員会の安全運転管理者等の解任命令を受けたことのない者


過去２年以内に違反行為をしたことのない者�
１名（－）


【総務課】�
【公安委員会】「交通安全運転管理者」（総務課）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
産業廃棄物処理施設技術管理者�
（廃棄物処理法 第21条）


・産業廃棄物処理施設の維持管理に関する技術上の業務を担当し、従業者を指導する�
・法で定める資格を有す るものの中から選任する�
厚生労働大臣認定講習修了者（学歴で区分した実務経験を有する者）�
１名


（有資格者）


【××部長】�
【××市××局廃棄物××課】


「技術管理者・管理責任者・処理責任者設置変更報告書」（××課）





�
�
特別管理産業廃棄物管理責任者�
（廃棄物処理法 第12条２）


・特別管理産業廃棄物の保管及び処分委託に関する業務を適切に行い、従事者を指導する�
・法で定める資格を有す るものの中から選任する�
厚生労働大臣認定講習修了者�
各工場１名（有資格者）【環境安全部長】�
�
�
産業廃棄物処理責任者�
（廃棄物処理法 第12条）


・産業廃棄物の適正処理に関する業務を行う�
・法で定める資格を有するものの中から選任する�
資格要件はなし�
１名（××課長）【××部長】�
�
�


















１の10   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
ﾎﾞｲﾗｰ取扱作業主任者�
（ﾎﾞｲﾗｰ則 第23条）


圧力、水位及び燃焼状態を監視する


急激な負荷の変動を与えないように努める


最高使用圧力をこえて圧力を上昇させない


安全弁の機能の保持に努める


一日に一回以上水面測定装置の機能を点検する


適時､吹出しを行い､ボイラー水の濃縮を防ぐ


給水装置の機能の保持に努める


低水位燃焼遮断装置､火炎検出装置その他の自動制御装置を点検し、及び確認する


ボイラーについて異常を認めたときは、直ちに必要な措置を講ずる


検出されるばい煙の測定濃度及びボイラー取扱い中における異常の有無を記録する�
（ボイラー則第24条）


伝熱面積500平方ﾒｰﾄﾙ以上


のﾎﾞｲﾗｰを設置する職場は特級ﾎﾞｲﾗｰ技士免許の取得者より１名を選任する


（ﾎﾞｲﾗｰ則第24条2項2号）


廃熱ﾎﾞｲﾗｰについては､その伝熱面積に２分の１を乗じて得た値を当該ﾎﾞｲﾗｰの伝熱面積とすること�
（ボイラー則 第24条）


・特級ボイラー技士免許を受けた者�
製造各課１名


（有資格者）


【××部長】�















<届出必要なし>�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
第１種圧力容器取扱作業主任者�
（ボイラー則 第63条）


最高使用圧力を超えて圧力を上昇させない


安全弁の機能の保持に努める


初めて使用するとき、またはその使用方法若しくは取扱う内容物の種類を変えるときは、作業の方法を周知徹底し指導する


容器びその配管に異常を認めたときは、直ちに必要な措置を講ずる


内部における温度､圧力等の状態について随時点検し、異常を認めたときは、直ちに必要な措置を講ずる


第１種圧力容器に係る設備の運転状態について必要な事項を記録するとともに、交替には、確実にその引継ぎを行う�
（ﾎﾞｲﾗｰ則 第62条）


技能講習を修了した者のうちから職場ごとに１名選任する。化学設備にかかわる第１種圧力容器の取扱作業については化学設備関係第１種圧力容器取扱作業主任者技能講習を修了した者より選任する


�
（ボイラー則 第62条）


化学設備関係第１種圧力容器作業主任者技能講習を修了した者


普通第１種圧力容器取扱作業主任者技能講習を修了した者�
製造各課１名


（講習修了者）


【××部長】�
�
�


















１の11   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
ﾎﾞｲﾗｰﾀｰﾋﾞﾝ主任技術者�
（電気事業法 第56条）


火力設備、燃料設備の工事、維持及び運用を監督する


�
（気力発電所、ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電所の設置事業所）


第1,2種電気主任技術者


第1種ﾎﾞｲﾗｰﾀｰﾋﾞﾝ主任技術者


（発電所送電線路または需要設備の設置事業所）


第1,2種電気主任技術者


17万V未満の電気工作物は第2種電気主任技術者


発電用の気力設備、ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ使用の原動機設備に関する保安監督者は第１種ﾎﾞｲﾗｰﾀｰﾋﾞﾝ主任技術者


圧力6MPa未満の気力設備､ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ使用原動力設備は第2種ﾎﾞｲﾗｰﾀｰﾋﾞﾝ主任技術者


圧力6MPa以上は第1種ﾎﾞｲﾗｰﾀｰﾋﾞﾝ主任技術者�
（電気事業法  省令第１条）


学校教育法による大学またはこれと同等以上の教育施設において機械工学に関する学科を修めて卒業した者で、発電用のボイラーまたは蒸気タービンの工事、維持または運用し、卒業後６年以上


学校教育法による大学またはこれと同等以上の教育施設を卒業した者で、ボイラーまたは蒸気タービンの工事、維持または運用し、卒業後10年以上


学校教育法による短期大学若しくは高等専門学校またはこれと同等以上の教育施設において、機械工学に関する学科を修めて卒業した者で、発電用のボイラーまたは蒸気タービンの工事、維持または運用し、卒業後８年以上


学校教育法による短期大学若しくは高等専門学校またはこれと同等以上の教育施設を卒業した者で、ボイラーまたは蒸気タービンの工事、維持または運用し、卒業後12年以上


学校教育法による高等学校若しくはこれと同等以上の教育施設において、機械工学に関する学科を修めて卒業した者で、発電用のボイラーまたは蒸気タービンの工事、維持または運用し、卒業後10年以上


学校教育法による高等学校若しくはこれと同等以上の教育施設を卒業した者で、発電用のボイラーまたは蒸気タービンの工事、維持または運用し、卒業後14年以上


学校教育法による中学校を卒業した者で、ボイラーまたは蒸気タービンの工事、維持または運用し、卒業後20年以上�
製油所１名


（有資格者）


【××部長】�
【××経済産業局】「主任技術者選任または解任届出書」（××課）�
�


















１の12   法定選任者の職務


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
ｴｯｸｽ線作業主任者�
（電離則 第47条）


標識が規定に適合して設けられるように措置


照射筒若しくは絞りまたはろ過板が適切に使用されるように措置


放射線業務従事者の受ける線量当量ができるだけ少なくなるように照射条件を調整する


警報装置等の措置が規定に適合して講じられているかどうかについて点検する


照射開始及び照射中の場所に労働者が立ち入っていないことを確認する


被ばく線量測定用具が規定に適合して装着されているかどうかについて点検する�
（電離則 第46条）


免許を受けた者の中から管理区域ごとに１名選任しなければならない�
�
�






<届出必要なし>�
�
放射線取扱主任者�
（放射線障害防止法 第36条）


放射線取扱主任者は、誠実にその職務を遂行しなければならない


使用施設、詰替施設、廃棄物詰替施設、貯蔵施設、機器設置施設、廃棄物貯蔵施設または廃棄施設に立ち入る者は、放射線取扱主任者がこの法律もしくはこの法律に基づく命令または、放射線障害予防規程の実施を確保するためにする指示に従わなければならない


前項に定めるもののほか、使用者、販売業者、賃貸業者及び廃棄業者は、放射線障害の防止に関し、放射線取扱主任者の意見を尊重しなければならない�
(法 第34条、規則30条)


密封容器に入った３７０ｷﾞｶﾞﾍﾞｸﾄﾙ以上の放射物を使用する事業は第１、２種放射線取扱主任者免状取得者より主任者を選任すること�
（放射線障害防止法 第34条）


・第一、二種放射線取扱者免状取得者�
製油所１名（有資格者）


【××部長】�
【文部科学省】


「放射線取扱主任者選任・解任届」（××課）�
�
同上代理者�
（放射線障害防止法 第37条）


・放射線取扱主任者が旅行、疾病その他の事故によりその職務を行うことができない場合において、その職務を代行する�
・上記に同じ�
上記に同じ�
・上記に同じ�
�
�


















２   その他業務上必要な資格


選任名�
法規及び職務�
選任理由�
選任者に必要な資格�
人数


（対象者）


【人選責任者】�
【届出先】


「届出書類」


（担当課）�
�
消防設備点検資格者�
（消防法 第17条５）


消防整備士の免状を受けていない者は消防設備等の設置工事及び整備を行ってはならない�



      ――――�



         ――――�



    ――――�



    ――――�
�
ボイラー整備士�
（ボイラー則23条）


ボイラー及び第一種圧力容器の整備業務については、ボイラー整備士の免許を受けた者でなければならない�



      ――――�



         ――――�



    ――――�



    ――――�
�
非破壊検査技術�
（コンビ則 別表６）


設備管理部門に所属している者の50％以上が製造保安責任者免状または非破壊検査技術者を有していること�



      ――――�



         ――――�



    ――――�



    ――――�
�
溶接技術者�
（日本溶接協会）


構造物の溶接施行及び管理に関する技術者の認定基準�
      ――――


      �
         ――――


�
    ――――�
    ――――�
�
床上操作式ｸﾚｰﾝ運転士�
（安衛法61条）


クレーンの運転その他政令で定める業務で、都道府県労働基準局長の指定する者が行う技能講習を修了した者でなければ当該業務につかせてはならない�



      ――――�



         ――――�



    ――――�



    ――――�
�
玉掛け�
（安衛法61条）


クレーンの運転その他政令で定める業務で、都道府県労働基準局長の指定する者が行う技能講習を修了した者でなければ当該業務につかせてはならない�



      ――――�



         ――――�



    ――――�



    ――――�
�
ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ�
クレーンの運転その他政令で定める業務で、都道府県労働基準局長の指定する者が行う技能講習を修了した者でなければ当該業務につかせてはならない�



      ――――�



         ――――�



    ――――�



    ――――�
�
主任無線従事者�
（電波法）


原則、無線設備の操作は無線従事者でなければ行ってはならない。ただし、無線従事者以外でも主任無線従事者の監督があれば無線設備の操作はできる�



      ――――�



         ――――�



    ――――�



    ――――�
�





















